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懸診療情報管理室
　診療情報管理室は、平成！4年7月に発足した新規部門です。診療記録の質を向上させることにより、医療の質
向上をさせることを目的に業務を行っております。平成15年1月から診療情報管理士1名で本格稼動し、＊ICD
コーディング業務、肺癌診療における診療情報管理業務の確立を主眼とし、退院時要約、院内がん登録データベー
ス等の構築を行い、肺癌予後調査・抗癌剤の奏効率の算出等を行える体制を整えておりましたが、平成16年3月
に肺癌診療部門が札幌南三条病院へ移行したことにより、180度業務転換を余儀なくされました。
　その中で、平成16年6月・9月に昨年度の業務成果をそれぞれ全日本病院学会・日本診療録管理学会へ発表を
行いました。平成16年度の業務としては全職員対象のインシデントレポート登録データベースの構築および集計
作業の開始（平成16年4月～）、看護部安全推進委員会の参加（平成16年7月～）、診療録のA4版化（平成16年
8月～）、診療録の量的点検の開始（平成16年8月～）等が挙げられます。
学会・研修会活動状況（平成16年4月～9月）
平成！6年5月
平成16年6月
平成！6年6月
平成16年7月
平成16年9月
平成／6年9月
平成！6年9月
日本病院会北海道ブロック支部　特別講演会
DPCの拡大試行と今後の展望
～今後の医療改革と病院戦略を考える～　参加
北海道診療録管理研究会　参加
全日本病院学会
院内がん登録と診療情報管理士との関わり　発表
疾病コーディングセミナー　参加
日本診療録管理学会
診断群分類「肺の悪性腫瘍」の費用面での考察　発表
北海道診療録管理研究会　参加
疾病コーディングセミナー　参加
＊コーディングとはWHO（世界保健機構）より出されている国際疾病分類により患者さんの病名・行った手術・
処置・検査等をコード化していく作業の事です。
　コード化したデータは、後に統計として出され、医療の質向上・患者さんへの情報提供の為に役立てられます。
下半期目標
1．療養型病院における診療情報管理の方向づけ
　　（検討については診療情報管理士協会研究事業「慢性期・ケアミックス型施設における診療情報管理のあり
方」で研究協力員として参加を予定しているので、その方向づけを業務に生かしたい）
2．慢性腎不全の診療情報管理の方向づけ
　具体的には透析導入後の予後データが取得できるようなデータベースの構築等を行いたい。
3．診療記録の量的点検の充実
　量的点検（退院後の診療録・看護を整理し、診断が正しく記載されているか、記載もれがないか、書類不備
がないか、サインもれがないか等を監査する業務）の充実を図りたい。充実を図るためには、職員の理解が必
要なので、合わせて行いたい。
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平成16年度上半期地区別退院一覧
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札幌市 520長沼町 7 ニセコ町 3 浦河1町 6 網走市 3 礼文町 2 釧路市 5 標津町 2． 遠別町 1 登別市 2 音更町 1 名寄市 ／ 松前町 大成町 1
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石．狩市 8 南幌町 1 余市町 1 平取II町 1 清里町 1 枝幸町 1 中頓別町 1
恵庭1．1デ 4 月形町 1 赤井III付 1 常呂町 1 利尻1町 1
当別町 1 浦臼町 t 真狩村 1 q．噸別町 1
滝［II市 1 倶知安町 1
栗山1町 1 島牧村 1
喜茂別111丁 1
占平町 1
寿祁町 1
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平成16年度上半期転帰
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4月　5月　6月　7月　8月　9月
団治癒
■軽1央
口不変
口増悪
■死亡（主傷病による）
図死亡（主傷病以外によ
　る）
■その他
転　　帰 4月 5月 6月 7月 8月 9月 累計
治癒 1 6 1 1 3 1 13
軽快 74 67 70 52 43 54 360
不変 36 27 32 36 32 28 191
増悪 4 2 2 2 ！ 2 13
死亡（主傷病による） 5 2 3 4 8 2 24
死亡（主傷病以外による） 2 0 2 0 3 3 10
その他 1 3 6 3 5 0 18
増悪 4 2 2 2 ！ 2 13
平成16年度上半期他科受診状況
呼吸器内科 循環器・腎臓内科
呼吸器内科 13
循環器・腎臓内科 16
対診率＝4．61％
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平成16年度上半期退院経路
10％
596
66％
国外来へ通院（当院）
ロ外来へ通院（他院）
■転所
■その他（再入院等）
ロ転院
日終了
100
90
80
70
60
50
40
30
20
10
　0
一　一一｝．．一「一‘…門．曲．陀．｝一．．…一．一　．一一．．耐一」一一LP
一　一噸
　～
一．一．
　智←←
h一…
@　一」」．一．
c一　
@　　忙■
　　　　ト．
@　．
@　　．一．一　　　．
T一 一一一
｝解 一…
@一「一．
@　　　．一．
k．一円」一－一
4月　5月　6月　7月　8月　9月
国外来へ通院（当院）
■その他（再入院等）
ロ外来へ通院（他院）
□転院
■転所
囲終了
退　院経　路 4月 5月 6月 7月 8月 9月 累計
外来へ通院（当院） 88 71 83 60 53 65 420
その他（再入院等） 13 5 9 3 1 2 33
外来へ通院（他院） 6 11 6 17 13 7 60
転院 10 12 13 14 15 9 73
転所 0 0 0 0 0 1 1
終了 6 8 5 4 13 6 42
平成16年度上半期治療途中の退院
4％ 8％
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87％
團なし
■予定通りの退院の場合（一時退院等）
ロ自院にない機能（急性期）を求めて、他院に転送する為の
　退院
ロ患者の自主的退院の場合
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4月　5月　6月　7月　8月　9月
国なし
■予定通りの退院の
　場合（一時退院等）
ロ自院にない機能
　（急性期）を求め
　て、他院に転送す
　る為の退院
ロ患者の自主的退院
　の場合
治療途中の退院 4月 5月 6月 7月 8月 9月 累計
なし 102 95 104 88 80 79 548
予定通りの退院の場合（一時退院等） 9 4 3 1 5 2 24
自院にない機能（急性期）を求めて、他院に転送する為の退院 9 7 8 9 9 7 49
患者の自主的退院の場合 3 1 1 0 1 2 8
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平成16年度上半期入院目的
17％
14％ 2％
60％
囲加療を目的とした場合（教育入院等を含む）
■計画された短期入院の繰り返し（化学療法等）
□診断のみを目的とした場合（検査入院等）
□手術目的
□診断目的で入院したが、診断結果に基づき加療を行った場合
団経過観察
国加療を目的とした場合（教育
入院等を含む）90
80 ■計画された短期入院の繰り
70 ’；一．．． ．　翫　旨．　　．．　　　．　．　　一 ．．一 返し（化学療法等）
60 ＝」 口診断のみを目的とした場合
50 （検査入院等）吼r一「■轡 ．ゴ…”@’．一 rr．．r．、．．岬－P」
40 ．一．一「 一一ゴ戸． □手術目的
30
20壱． 壕鼈ﾍ．’．一一ら一 D・ …．’L浴@i　…　r ■診断目的で入院したが、診
10 ＿． 肋　　馳　＝　　　　　、．　　　＿ 断結果に基づき加療を行っ
0 1．．二 　た場合糟o過観察
4月 5月6月7月 8月 9月
入　院　目　的 4月 5月 6月 7月 8月 9月 累計
加療を目的とした場合（教育入院等を含む） 82 72 63 56 51 55 379
計画された短期入院の繰り返し（化学療法等） 10 5 11 4 4 3 37
診断のみを目的とした場合（検査入院等） 16 12 20 23 23 14 108
手術目的 0 1 1 1 1 2 6
診断目的で入院したが、診断結果に基づき加療を行った場合 13 15 19 13 16 12 88
経過観察 2 2 2 1 0 4 11
平成16年度上半期入院経路
11％
296 7％　　2％
22％ 7％
41％
国紹介なし自院外来（通院）経由予定入院
■紹介あり丁丁外来（通院）経由予定入院
ロ紹介なし自己外来（通院）経由緊急入院
ロ他院からの予定即入院
■他院からの緊急即入院
團紹介あり今日外来（通院）経由緊急入院
■救急車搬送即入院
口救急車以外で自宅より即入院
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囲紹介なし自院外来（通院）
@経由予定入院
｡紹介あり自院外来（通院）
@経由予定入院
刻ﾐ介なし自院外来（通院）
@経由緊急入院
羡ｼ院からの予定即入院
｡他院からの緊急即入院
}紹介あり自院外来（通院）
@経由緊急入院
｡救急車搬送即入院
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．一．一一一 ﾑ 一．．．
[‘
4月　5月　6月　7月　8月　9月
；謙　　． 蔭．：i
入　院　経　路 4月 5月 6月 7月 8月 9月 累計
紹介なし自院外来（通院）経由予定入院 54 40 55 36 30 34 249
紹介あり自院外来（通院）経由予定入院 12 8 5 9 9 4 47
紹介なし自院外来（通院）経由緊急入院 3！ 37 23 15 14 21 141
他院からの予定即入院 9 4 ！0 15 20 11 69
他院からの緊急即入院 4 9 12 9 10 9 53
紹介あり園圃外来（通院）経由緊急入院 3 2 3 3 2 2 15
救急車搬送即入院 8 6 8 9 7 6 44
救急車以外で自宅より即入院 2 1 0 2 3 3 11
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平成16年度上半期手術統計
ICD．9－CM 咽頭および気管のその他の手術 小計 男 女
31．1 一時的気管切開術 3 3 0
小　　　計 3 3 0
心血管の手術 小計 男 女
36．01 血栓溶解剤を用いない、一枝の経皮的冠動脈形成術〔PTCA〕または冠動脈内粥腫切除術 2 1 1
小　　　計 2 1 ま
ペースメーカー・リードの挿入術、修正術、交換術、除去術；一時的なペースメーカーシステムの挿入術またはポケットの修正術 小計 男 女
37．78 一時的経静脈的ペースメーカーシステムの挿入術く体外ペースメーキング〉 1 0 ユ．
小　　　計 ユ 0 1
ペースメーカの挿入術、交換術、除去術、および修正術 小計 男 女
37．80 装置のタイプは限定しない永久ペースメーカーの初回挿入術または交換術 5 1 4
37．87 全タイプのペースメーカー装置からデュアルチェンバー装置への交換術〈ペースメーカ電池交換術〉 2 0 2
小　　計 7 1 6
大静脈の処置 小計 男 女
38．7 大静脈の処置〈下大静脈フィルター設置術〉 1 0 1
小計 1 G 1
血．管のその他の外科的閉塞術 小計 男 女
38．83 血管のその他の外科的閉塞術　上肢血管く内シャント瘤切除術〉 1 1 0
小　　　計 1 ！ 0
血管のその他の手術 小計 男 女
39．27 腎透析のための動静脈吻合〈内シャント設置術〉 4 4 0
39．93 血管一血管カニューレの挿入く内シャント設置術〉 1 Q 1
39．50 冠動脈以外の血管形成術または粥腫切除術〈PTA＞ 13 8 5
小　　　計 18 12 6
計
33
男
18
女
15
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平成16年度上半期疾病統計
ICDJO症状、徴候および異常臨床所見・異常検査所見で他に分類されないもの 小計 男 女 延べ日数 平均在院日数
RO42喀血 2 2 0 11 5．5
RO48気道のその他の部位からの出血 1 1 0 8 8．0
RO49気道からの出血、詳細不明 1 1 0 7 7．0
RO5 咳 1 0 1 22 22．0
ROgl胸膜炎 1 0 1 8 8．0
R104その他および詳細不明の腹痛 1 0 1 2 2．0
R11 悪心および嘔吐 1 1 0 45 45．0
R221限局性腫脹、腫瘤＜mass＞および塊〈1Ulnp＞、頚部1 0 1 2 2．0
R42 めまい〈眩量〉感およびよろめき感 3 0 3 24 8．0
R509発熱、詳細不明 3 2 1 71 23．7
R53 倦怠（感）および疲労 2 0 2 15 7．5
R54 老衰 1 0 1 22 22．0
R91 肺の画像診断における異常所見 1 1 0 30 30．0
小　　　計 19 8 11 ％7 14．！
損傷、中毒およびその他の外因の影響 小計 男 女 日　数 平　　均
S2200胸椎骨折 1 0 1 115 115
S7200大腿骨頚部骨折 1 0 1 71 71
S7210転子貫通骨折　閉鎖性 1 0 1 5 5
S830膝蓋骨の脱臼 1 0 1 44 44
T424ベンゾジアゼピン類 1 0 1 13 13
T670熱射病および日射病 1 0 1 13 13
T808輸液、輸血および治療用注射に続発するその他の合併症 3 ’3 0 57 19
T824血管透析カテーテルの機械的合併症 14 9 5 54 3．9
T835尿路系プロステーシス、挿入物および移植片による感染症および炎症反応 1 1 0 31 31
T857その他の体内プロステーシス、挿入物および移植片による感染症および炎症性反応 1 0 1 24 24
小　　計 25 13 生2 427 17．1
健康状態に影響をおよぼす要因および保健サービスの利用 小計 男 女 日　数 平　　均
ZO31悪性新生物の疑いに対する観察 2 2 0 ユ5 7．5
ZO35その他の循環器系の疾患の疑いに対する観察 3 1 2 16 5．3
ZO80悪性新生物の術後の経過観察くフォローアップ〉検査 3 2 1 15 5．0
ZO81悪性新生物の放射線治療後の経過観察〈フォローアップ〉検査 2 1 1 21 10．5
ZO90その他の病態の術後の経過観察くフォローアップ〉検査 4 1 3 22 5．5
Z540手術後の回復期 1 1 0 3 3．0
Z541放射線治療後の回復期 1 0 1 10 10．0
小　　　計 16 8 8 1Q2 6．4
04年計
629
男
392
女
237
延べ日数
13308
平均在院日数
212
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平成16年度上半期疾病統計
ICD－10 消化器系の疾患 小計 男 女 延べ日数 平均在院日数
1（250 胃潰瘍　急性、出血を伴うもの 1 1 0 18 ！8．0
K253胃潰瘍　急性、出血または穿孔を伴わないもの 1 0 1 4 4．0
K291その他の急性胃炎 1 0 1 21 21．0
1（295 慢性胃炎、詳細不明 1 0 1 17 17．0
K567イレウス　詳細不明 1 0 1 6 6．0
K573穿孔または膿瘍を伴わない大腸の憩室性疾患 2 0 2 15 7．5
K590便秘 1 0 1 2 2．0
K650急性腹膜炎 3 2 1 62 20．7
K729肝不全、詳細不明 1 1 0 41 41．0
K769肝疾患、詳細不明 2 2 0 12 6．0
K922胃腸出血、詳細不明 3 3 0 7 2．3
小　　　計 三7 9 8 205 12．1
筋骨格系および結合組織の疾患 小計 男 女 延べ日数 平均在院日数
M329全身性エリテマトーデス〈紅斑性狼瘡〉〈SLE＞、詳細不明 2 ！ 1 38 19つ
M512その他の明示された椎間板ヘルニア〈変性〉 1 1 0 2 2．0
小　　　計 3 2 ！ 40 133
尿路性器系の疾患 小計 男 女 延べ日数 平均在院日数
NO28反復性および持続性血尿 1 1 0 5 5．0
NO31慢性腎炎症候群　巣状および分節状糸球体病変 1 1 0 3 3．0
NO39慢性腎炎症候群、詳細不明 1 1 0 13 13．0
NO41ネフローゼ症候群、巣状および分節状糸球体病変 1 1 0 179 179．0
NO49ネフローゼ症候群、詳細不明 3 1 2 93 31．0
N10 急性尿細管問質性腎炎 3 2 1 58 19．3
N180末期腎疾患 4 4 0 294 73．5
N201尿管結石 3 3 0 16 5．3
N300急性膀胱炎 1 0 1 11 11．0
N309膀胱炎、詳細不明 1 0 1 6 6．0
小　　計 19 14 5 678 35．7
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平成16年度上半期疾病統計
ICD－10 呼吸器系の疾患 小計 男 女 延べ日数 平均在院口数
JOO 急性鼻咽頭炎［かぜ］ 1 1 0 10 10．0
JO39急性扁桃炎、詳細不明 3 1 2 16 5．3
JO69急性上気道感染症 4 2 2 25 6．3
J157マイコプラズマ肺炎 2 1 1 19 9．5
J159細菌性肺炎、詳細不明 60 37 23 1301 21．7
J189肺炎、詳細不明 6 4 2 143 23．8
J209急性気管支炎、詳細不明 7 5 2 109 15．6
J312慢性鼻咽頭炎 0 0 0 0 0．0
J329慢性副鼻腔炎、詳細不明 1 0 1 10 10．0
J432中心小葉性肺気腫 1 1 0 11 11．0
J439肺気腫、詳細不明 18 16 2 896 49．8
J448その他明示された慢性閉塞性肺疾患 2 2 0 27 13．5
J450アレルギー性喘息を主とする疾患 40 10 30 560 14．0
J47 気管支拡張症 4 1 3 56 14．0
J60 炭坑夫じんく塵〉肺（症） 1 1 0 30 30．0
J690食物および落物による肺臓炎 2 2 0 148 74．0
J698その他の固形および液体による肺臓炎 1 0 ！ 7 7．0
J704薬物誘発性間質性肺障害、詳細不明 1 1 0 11 11．0
J81 肺水腫 1 1 0 19 19．0
J82 肺好酸球症、他に分類されないもの 1 0 1 20 20．0
J841肺線維症を伴うその他の問質性肺疾患 4 4 Q 124 31．0
J848その他の明示された間質性肺疾患 8 3 5 333 41．6
J849間質性肺疾患、詳細不明 5 1 4 169 33．8
J852肺炎を伴わない肺膿瘍 1 1 0 10 10．0
J869痩（孔）を伴わない膿胸（症） 8 7 ！ 239 29．9
J90 胸水、他に分類されないもの 3 3 0 11 3．7
J931その他の自然気胸 3 2 1 9 3．0
J942血胸 1 1 0 22 22．0
J960急性呼吸不全 1 1 0 21 21．0
J961慢性病吸不全 3 2 1 147 49．0
J980気管支の疾患、他に分類されないもの 1 0 1 7 7．0
小　　　計 194 三工！ 83 451◎ 23．2
ICD－10 精神および行動の障害 小計 男 女 延べ日数 平均在院日数
FO3 詳細不明の痴呆 1 0 ！ 2 2．0
F329うっ病エピソード、詳細不明 2 1 1 32 16．0
F449解離性［転換性］障害、詳細不明 1 0 1 2 2．0
F488その前明示された神経症性障害 1 1 0 18 18．0
小　　　計 5 2 3 54 10．8
神経系の疾患 小計 男 女 延べ日数 平均在院日数
GO39髄膜炎、詳細不明 1 1 0 2 2．0
G20 パーキンソン〈Parkinson＞病 1 1 0 47 47．0
G309アルツハイマー＜Alzheimer＞病、詳細不明 1 1 0 37 37．0
G473睡眠時無呼吸 49 44 5 122 2．5
G521舌咽神経障害 1 1 0 5 5．0
G909自律神経系の障害、詳細不明 2 0 2 46 23．0
小　　　計 55 48 7 259 4．7
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ICD－10 眼および付属器の疾患 小計 男 女 延べ日数 平均在院日数
H810メニエール〈Meniere＞病 3 2 1 77 25．7
小計 3 2 1 77 25．？
循環器系の疾患 小計 男 女 延べ日数 平均在院日数
110 本態性（原発性〈1次性〉）高血圧（症） 10 5 5 111 11．1
1110 心不全（うっ血性）を伴う高血圧性心疾患 1 1 0 10 10．0
1120 腎不全を伴う高血圧性腎疾患 18 10 8 492 27．3
1131 腎不全を伴う高血圧性心腎疾患 3 1 2 120 40．0
1158 その他の二次性〈続発性〉高血圧（症） 1 1 0 4 4．0
1200 不安定狭心症 1 1 0 23 23．0
1208 その他の型の狭心症 2 2 0 12 6．0
1209 狭心症、詳細不明 9 5 4 62 6．9
1212 急性心筋梗塞・その他の部位の急性貫壁性心筋梗塞 1 1 0 13 13．0
1259 慢性虚血性心疾患、詳細不明 3 2 1 70 23．3
1269 肺塞栓症・急性肺性心の記載のない肺塞栓症 3 1 2 75 25．0
1319 心膜の疾患、詳細不明 1 1 0 51 51．0
1441 房室ブロック、第2度 1 0 1 17 17．0
1442 房室ブロック、完全 4 1 3 70 17．5
1443 その他および詳細不明の房室ブロック 1 0 1 10 10．0
1471 上室（性）頻拍（症） 2 1 1 4 2．0
1472 心室（性）頻拍（症） 1 0 1 37 37．0
148 心房細動および粗動 3 1 2 20 6．7
1493 心室（性）早期脱分極 4 1 3 58 14．5
1495 洞不全症候群 1 0 1 45 45．0
1500 うっ血性心不全 9 7 2 265 29．4
1501 左室不全 1 1 0 4 4．0
1509 心不全、詳細不明 4 4 0 45 11．3
1620 硬膜下出血（急性）（非外傷性） 1 1 0 1 1．0
1674 高血圧性脳症 2 2 Q 19 9．5
1679 脳血管疾患、詳細不明 1 1 0 9 9．0
1693 脳梗塞の続発・後遺症 7 6 1 192 27．4
1702 （四）肢の動脈のアテローム＜＜じゅく粥〉状〉硬化（症） 4 4 0 52 13．0
1710 大動脈の解離［各部位］ 1 0 1 4 4．0
1713 腹部大動脈瘤、破裂性 1 1 0 35 35．0
1742 上肢の動脈の塞栓症および血栓症 1 1 0 33 33．0
1802 下肢のその他の深在血管の静脈炎および血栓牲）静脈炎 1 0 1 6 6．0
1803 下肢の静脈炎および血栓（性）静脈炎、詳細不明 1 1 0 12 ！2．0
1849 合併症を伴わない痔核、詳細不明 1 1 0 2 2．0
1868 その他明示された部位の静脈瘤 1 1 0 9 9．0
1951 起立性低血圧（症） 1 1 0 32 32．0
小　　　計 107 67 40 2024 工＆9
ICD－10 感染症および寄生虫症 小計 男 女 延べ日数 平均在院日数
AO49細菌性腸管感染症、詳細不明 1 0 1 6 6．0
AO9 感染症と推定される下痢および胃腸炎 6 3 3 34 5．7
A151肺結核、培養のみにより確認されたもの 1 0 1 3 3．0
A160肺結核、細菌学的および組織学的検査陰性のもの 2 2 0 17 8．5
A182結核性末梢（性）リンパ節症 1 0 1 11 11．0
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A310肺マイコバクテリア感染症 5 3 2 11 2．2
A419敗血症、詳細不明 1 0 1 30 30．0
BO29帯状下天、合併症を伴わないもの 1 0 1 18 18．0
B441その他の肺アスペルギルス症 3 3 0 222 74．0
B909呼吸器および詳細不明の結核の続発・後遺症 6 4 2 765 127．5
小　　　計 2ア 15 12 11烹7 41．違
原発性悪性新生物 小計 男 女 延べ日数 平均在院日数
C220肝癌 1 1 0 86 86．0
C341上葉、気管支または肺 29 23 6 769 26．5
C342中葉、気管支または肺 9 5 4 191 21．2
C343下葉、気管支または肺 21 10 11 815 38．8
C349気管支または肺、部位不明 4 4 0 87 21．8
C450悪性中皮腫 4 4 0 119 29．8
C859非ホジキン〈non－Hodgkin＞リンパ腫、型不明 1 1 0 5 5．0
小　　　計 69 48 21 2072 30．G
続発性悪性新生物 小計 男 女 延べ日数 平均在院日数
C771胸腔内リンパ節 14 14 0 370 26．4
C780肺の続発性悪性新生物 9 7 2 380 42．2
C782胸膜の続発性悪性新生物 4 1 3 87 21．8
C787肝の続発性悪性新生物 1 1 0 9 9．0
C793脳および脳髄膜の続発性悪性新生物 1 1 0 29 29．0
C798その他明示された部位の続発性悪性新生物 2 2 0 48 24．0
小　　計 31 26 5 923 29．8
良性新生物 小計 男 女 延べ日数 平均在院日数
D124下行結腸 1 1 0 2 2．0
D125S状結腸 1 1 0 3 3．0
D126結腸、部位不明 4 1 3 9 2．3
D180血管腫、各部位 1 0 1 14 14．0
D374結腸 1 1 0 2 2．0
D383縦隔 1 0 1 6 6．0
小　　　計 9 4 5 36 縫．o
血液および造血器の疾患ならびに免疫機構の障害 小計 男 女 延べ日数 平均在院日数
D695続発性血小板減少症 2 0 2 7 3．5
D860肺サルコイドーシス 1 1 0 2 2．0
小　　　計 3 ま 2 9 3．0
内分泌、栄養および代謝疾患 小計 男 女 延べ日数 平均在院日数
EO50びまん性甲状腺腫を伴う甲状腺中毒症 1 0 1 10 10．0
E105インスリン依存性糖尿病　末梢循環合併症を伴うもの 1 0 1 7 7．0
E111インスリン非依存性糖尿病　ケトアシドーシスを伴うもの 1 1 0 1 1．0
E112インスリン非依存性糖尿病　腎合併症を伴うもの 1 1 0 32 32．0
E113インスリン非依存性糖尿病　眼合併症を伴うもの 1 0 1 79 79．0
E114インスリン非依存性糖尿病　神経（学的）合併症を伴うもの 1 ！ 0 3 3．0
E119インスリン非依存性糖尿病　合併症を伴わないもの 16 10 6 295 18．4
E781純型高グリセリド血症 1 0 1 29 29．0
E86 体液量減少（症） 3 O 3 45 15．0
E876低カリウム〈K＞血症 1 1 0 7 7．0
小　　　計 27 ！4 ！3 508 18．8
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疾病統計
手術統計
その他
　　　　　　　　　　　　　　退　院　患　者　数
当院の退院時要約より主病名をWHO国際疾病分類
ICD－10（lnternationa！Classification　of　Diseases）に基づいて算定する
当院の退院時要約より主手術名をWHO国際疾病分類
ICD－9－CM（lnternational　C！assification　of　Diseases　gth　Revison，　Clinical　Modifica七ions）
に基づいて算定する
原則的に当院の退院時要約より算定する
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